
所

報

一
九
八
七
年
一
月
か
ら
一
一
一
月
ま
で
の
一
年
間
に
お
け
る
専
修
大
学

社
会
科
学
研
究
所
の
諸
活
動
を
報
告
す
る
。

機
構
お
よ
び
人
事

・

付

所

員

総

会

第
四
九
固
定
例
所
員
総
会
ハ
一
九
八
七
年
六
月
ニ

O
目
、
神
田

校
舎
8
C会
議
室
〉

議
事
山
室
井
義
雄
所
員
を
議
長
に
選
出
、
凶
三
輪
芳
郎
所
長
挨

拶
、
間
新
所
員
、

・研
究
怠
与
－な
ら
び
に
所
外
研
究
員
委
嘱
の
報
告
、
凶

一
九
八
六
年
度
事
業
報
告
、

．会
計
監
査
報
血
甲
｜
｜
報
告
を
承
認
、
同
一

九
八
七
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算
祭
を
原
案
通
り
承
認
決
定
。

2

第
五

O
回
定
例
所
員
総
会
〈
一
九
八
七
年
一
二
月
五
目
、
神
田

校
舎
社
研
〉

議
事
川
内
田
弘
所
員
を
議
長
に
選
出
、
凶
三
輪
芳
郎
所
長
挨
拶
、

間
新
所
員
委
嘱
な
ら
び
に
所
員
解
鷹
の
報
告
、
凶
円
九
八
七
年
度
事
業

経
過
報
告
J

会
計
経
過
報
告
｜
｜
報
告
を
承
認
、
間
一
九
八
八
年
度
事

業
計
画
案
な
ら
び
に
要
求
予
算
案
を
、
一
部
修
正
の
よ
、
原
案
通
・り
承

1 

認
決
定
。

運
営
委
員
会
、
会
計
監
査
委
員
お
よ
び
事
務
局
の
構
成

一
九
八
七
年
度
の
速
営
委
員
会
、
会
計
監
査
委
員
お
よ
び
事
務
局
の

構
成
は
次
の
通
り
。

運
営
委
員
会

l
l一
二
輪
芳
郎
所
長
、
佐
藤
博
所
員
（
総
合
理
論
部

長）、
v

加
藤
佑
治
所
員
ハ
現
状
部
長
）
、
加
藤
幸
三
郎
所
員
（
歴
史
部

長
）
、
ニ
瓶
敏
経
済
学
部
長
、
平
川
東
亜
前
事
務
局
長
、
犠
我
壮
一
郎

所
員
、
玉
垣
良
典
所
員
、
回
路
健
一
所
員
、
福
島
新
吾
所
員
、
水
川
備

事
務
局
長
。

会
計
監
査
委
員
l
｜
大
西
勝
明
所
員
。

事
務
局

l
l
〈
事
務
局
長
〉
水
川
備
、
〈
研
究
会
担
当
〉
津
野
徹
、

柴
田
弘
捷
、
新
藤
宗
幸
、
〈
編
集
担
当
〉
松
浦
利
明
、
赤
羽
新
太
郎
、

木
幡
文
徳
、
〈
文
献
資
料
担
当
〉
作
間
逸
雄
、
領
島
義
和
、
〈
パ
ソ
コ
ン

担
当
Y
望
月
宏
、
〈
財
政
担
当
〉
高
橋
祐
吉
、
奥
村
輝
夫
。

∞ 同
所
員
・
研
究
参
与
・
所
外
研
究
員
の
移
動

柳
裕
治
氏
ハ
商
）
は
四
月
一
四
日
の
持
ち
回
り
運
営
委
員
会
の
議
を
経

て
、
四
月
一
日
付
け
で
所
員
に
委
嘱
さ
れ
た
。

石
渡
貞
雄
所
員
は
今
年
度
か
ら
研
究
怠
与
と
な
ら
れ
た
。

以
上
に
よ
り
第
四
九
固
定
例
所
員
総
会
時
に
お
け
る
所
員
は
一
一
一
ニ

名
（
全
員
専
任
教
員
）
、
研
究
参
与
一
四
名
、
所
外
研
究
員
一

O
名
と

な
っ
た
。
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大
滝
精
一
所
員
ハ
営
〉
は
九
月
三

O
日
付
で
退
職
さ
れ
た
の
で
、
所

員
の
委
嘱
を
解
い
た
。

石
塚
良
次
氏
〈
経
、
非
常
勤
講
師
）
は
一
一
月
二
八
日
の
運
営
委
員

会
の
議
を
経
て
、
同
日
付
け
で
所
員
に
委
嘱
さ
れ
た
。

－

以
上
に
よ
り
第
五

O
固
定
例
所
員
総
会
時
に
お
け
る
所
員
は
一
一
一
ニ

名
こ
一
二
名
専
任
教
員
、
一
名
非
常
勤
講
師
）
と
な
っ
た
。

研

究

活

動

ハ
門
社
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
会
議

ω
七
月
二
六
日
〈
臼
）
伊
東
市
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ま
す
や

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
方
針
な
ら
び
に
組
織
．
つ
く
り
に
つ
い
て
」

ω
一
O
月
一
七
日
（
土
）
神
田
社
研

「
二
年
聞
に
わ
た
る
ヌ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
基
本
方
針
、
運
営
、
組

織
に
つ
い
て
」

凶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会

ω
一．0
月
一
七
日
（
土
）
神
田
社
研

・

報
告
者
大
井
篤
氏
（
通
産
省
通
商
調
査
室
長
）

テ
ー
マ
「
産
業
構
造
空
洞
化
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
『
通
商
白
書
』
を

参
考
に
し
て
｜
｜
」

ω
一
二
月
一
二
日
（
土
〉
神
田
社
研

報
告
者
鶴
田
俊
正
所
員

テ
l
マ
「
日
本
産
業
の
空
洞
化
を
め
ぐ
っ
て
」

問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
付
帯
調
査

三
月
一
八
・
一
九
日
ハ
氷
・
木
〉
東
北
沖
電
気
株
式
会
社
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ω 
定
例
研
究
会

ω
二
月
一
回
目
（
土
）
生
田
社
研

報
告
者
室
弁
義
雄
所
員

テ
ー
マ
「
北
部
ナ
イ
ジ
品
目
ア
に
お
け
る
大
規
模
濯
厳
計
画
と
小

農
生
産
者
に
つ
い
て
」

間
四
月
二
三
日
〈
木
〉
生
田
第
六
会
議
室

報
告
者
金
子
栄
作
氏
（
日
債
銀
営
業
推
進
第
二
部
調
査
役
〉

テ
ー
マ
「
日
本
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
タ
イ
ゼ

i
シ
ョ
ヨ
（
金
融
の

証
券
化
）
の
可
能
性
」
な
お
、
こ
の
研
究
会
は
、
祉
研
グ
ル
ー
プ
研

究
「
日
本
の
企
業
金
融
の
最
近
の
変
化
」
ハ
代
表
熊
野
所
員
）
と
共

催
で
行
っ
た
。

間
五
月
二
六
日
ハ
火
）
生
田
第
一
会
議
室

報
告
者
車
両
〉
Z

Z
出
C
の
C
0
2の
《
フ
ァ
ム
・
ニ
ュ
！
・
ク
ォ

y
》
氏
ハ
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
総
裁
、
ハ
ノ
イ
大
学
哲
学
部
長
〉

テ
l
マ
「
ベ
ト
ナ
ム
の
人
文
科
学
・
社
会
科
学
の
現
状
」

な
お
、
こ
の
研
究
会
は
人
文
研
と
合
同
で
開
催
し
た
。

凶
六
月
二
七
日
（
土
）
神
田
社
研

報
告
者
坪
井
善
明
氏
（
北
大
法
学
部
）



テ
ー
マ
「
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
と
フ
ラ
シ
ス
社
会
党
」

回
一
一
月
二
八
日
（
土
）
生
田
社
研

報
告
者
吉
沢
芳
樹
所
員

テ
！
？
「
リ
カ
l
ド
ク
の
思
想
と
方
法
｜
｜
経
済
学
の
照
明
と
し

て」白

特
別
研
究
会

報

川
合
宿
集
中
研
究
会

ω
コ一月一

O
日
〈
火
）
観
潮
荘
（
油
壷
）

報
告
者
川
北
稔
氏
（
大
阪
大
学
）

テ
ー
マ
「
ク
ャ
l
－
フ
ス
テ
ィ
γ
の
『
世
界
シ
ス
テ
ム
論
』
を
め
ぐ

っ
て
」
コ
メ
ン
テ
1
タ
l

伊
猿
谷
登
土
翁
氏
（
東
京
外
大
）
・
望
月
清
司

所
員
・
常
行
敏
夫
所
員

ω
七
月
二
五
日
（
土
）
伊
東
市
社
会
教
育
セ
γ
タ
！

報
告
者
山
根
美
樹
氏
（
日
産
自
動
車
）
・
石
垣
辰
男
氏
（
電
機
労

連
調
査
部
長
）

テ
ー
マ
「
日
本
産
業
の
空
洞
化
の
実
態
」

凶
工
場
見
学
等

三
月
一
一
日
（
水
）
日
産
自
動
車
追
浜
工
場
・
東
芝
「
科
学
館
」

伺

グ
ル
ー
プ
研
究
助
成

所

一
九
八
七
年
度
は
次
の
六
件
（
助
成
A
〉
を
助
成
し
た
。
な
お
、
こ

の
研
究
助
成
に
対
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
シ
パ

l
の
う
ち
、
一
人
以

上
の
所
員
が
当
グ
ル
ー
プ
が
定
め
た
共
通
テ
l
マ
に
関
連
す
る
個
別
テ

1
7
で
、
本
研
究
所
が
指
定
も
し
く
は
承
認
し
た
公
表
誌
に
研
究
成
果

を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

ω
「
労
働
組
合
と
地
域
社
会
」
〈
八
五
年
度
発
足
）

（
栗
木
〈
代
〉
・
池
田
・
加
藤
（
佑
）
・
儀
我
・
西
岡
・
溝
田
・
高
橋

（
祐
）
の
七
所
員
〉

凶
「
国
民
経
済
計
算
の
諸
問
題
」
（
八
五
年
度
発
足
）

（
回
路
〈
代
〉
・
正
村
・
鶴
田
・
松
田
・
黒
川
・
小
藤
・
作
間
の
七
所

員）

間
「
『
資
本
論
』
と
現
代
資
本
主
義
」
〈
八
五
年
度
発
足
）

（
沢
野
〈
代
〉
・
泉
（
武
）
・
内
回
・
大
西
・
酒
井
・
高
橋
（
祐
〉
・
田

口
・
西
村
・
溝
田
・
村
上
・
望
月
（
清
）
・
矢
吹
所
員
の
一
二
所
員
）

凶
「
日
本
の
企
業
金
融
の
最
近
の
変
化
」
（
八
五
年
度
発
足
）

（
熊
野
〈
代
〉
・
麻
島
・
池
本
・
伊
東
・
上
村
・
平
川
の
六
所
員
）

周

・「
現
代
社
会
に
お
け
る
競
争
と
公
正
」
（
八
六
年
度
発
足
）

（
吉
岡
（
恒
）
〈
代
〉
・
中
島
・
平
井
・
原
因
・
宮
本
・
望
月
ハ
宏
）
の

六
所
員
）

附
ご
五
年
戦
争
の
法
的
・
政
治
的
研
究
」
（
八
七
年
度
発
足
）

（
栄
沢
入
代
〉
・
小
沼
・
小
林
・
近
藤
・
木
幡
・
佐
々
木
・
佐
藤
（
恭
）

隅
野
・
高
柳
・
福
島
（
新
）
・
宮
坂
・
石
村
・
大
谷
の
一
三
所
員
〉

ー伺
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個
人
研
究
助
成



六
件
を
助
成
し
た
。
な
お
、
こ
の
助
成
に
は
一
九
八
七
年
度
は
次
の

原
則
と
し
て
、
交
付
年
度
よ
り
起
算
し
て
三
年
以
内
に
本
研
究
所
が
指

定
も
し
く
は
承
認
し
た
公
表
誌
に
、
そ
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務

が
課
さ
れ
て
い
る
。

ω
柴
田
所
員
「
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
労
働
者
の
キ
ャ
日
ア
形
成
」

凶
樋
口
所
員
「
村
落
社
会
に
お
げ
る
文
化
の
重
層
性
に
つ
い
て
の
研

究」

間
晶
嶋
田
所
員
「
『
円
高
』
の
進
展
と
産
業
調
盤
の
実
証
的
研
究
」

凶
宮
不
所
員
－「
社
会
主
義
経
済
改
革
」

同
室
井
所
員
「
ア
フ
日
ノ
カ
に
お
け
る
非
資
本
制
生
産
様
式
に
つ
い

て」

・

．

附
八
林
所
員
「
ワ
イ
マ

l
h
p
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
手
工
業
の
動
態
」

約－

『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』
の
刊
行

ニ
八
二
号
ハ
一
月
号
）
斉
宙
開
所
員
「
四
0
年
代
・
解
放
区
と
8

生
活

教
育
8
〕

二
八
三
号
（
二
月
号
）
大
友
所
外
研
究
員
の
「
聞
き
書
き
」

二
八
四
号
〈
三
月
号
〉
小
沼
所
員
「
G
・
4
A
l
ク
ェ
ル
に
お
げ
る

『
人
間
ら
し
さ
』
色
由

ngn己
の
概
念
」

三
八
五
号
ハ
四
月
号
〉
常
行
所
員
「
ク
ォ

1
ラ
ス
テ
ィ
シ
『
近
代
世

界
シ
ス
テ
ム
｜
｜
農
業
資
本
主
義
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
経
済
」
の
形

成
』
ハ
川
北
稔
訳
、
岩
波
現
代
選
書
〉
の
概
念
檎
成
と
そ
の
歴
史
叙
述

へ
の
適
用
に
つ
い
て
」

二
八
六
号
（
五
月
号
）
豊
図
利
幸
氏
「
現
代
の
科
学
・
技
術
の
問
題

点」
ニ
八
七
号
ハ
六
月
号
）
一
九
八
六
年
度
社
研
合
宿
研
究
会
報
告
（
そ

の
一
）
「
ク
ォ

l
ラ
ス
テ
ィ
ン
の
『
世
界
シ
只
テ
ム
論
』
を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
者
川
北
稔
氏
〈
大
阪
大
学
〉

ニ
八
八
号
（
七
月
号
）
原
田
所
員
・
広
岡
寿
樹
氏
〈
日
本
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
員
）
「
『
抜
本
的
』
税
制
改
革
案
と
地
方
財
政
」

二
八
九
号
（
八
月
号
〉
合
宿
研
究
会
報
告
ハ
そ
の
ニ
〉
「
川
北
稔
氏

『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
』
鎗
を
め
ぐ
っ
て
」

二
九
O
ハ
九
月
号
）
中
島
所
員
「
消
費
者
行
動
へ
の
双
対
性
接
近
法

｜
〉
・司
白
色
白
雪
包

g
－zst
・

ニ
九
一
号
〈
一

O
月
号
〉
小
沼
所
員
「
憎
悪
と
恐
怖
山

l
1
『
ス
タ

1
9
y
主
義
』
考
｜
｜
」

二
九
二
号
（
一
一
月
号
〉
小
沼
所
員
「
増
悪
と
恐
怖
凶
｜
｜
『
ス
タ

1
9
Y
主
義
』
考
｜
l
」

ニ
九
三
号
三
二
月
号
）
森
所
員

S
E
E
S
者
E
r
g－E
8

F
E
n
－a‘切
胆
尋
問
同

o
g
E
S品
同

n
a
g
a
m
a
a
a
S
F
a
a
g
R帥ョ
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そ
の
他
の
活
動

付
文
献
、
資
料
の
収
集
と
整
理

文
献
資
料
の
収
集



報

所
員
の
希
望
を
も
と
に
統
計
資
料
を
中
心
と
し
た
文
献
資
料
の
購
入

．
収
集
を
行
っ
た
。

一
九
八
七
年
度
利
用
可
能
と
な
っ
た
文
献
・
資
料
で
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

山
一円
Z
E師
同
，

FogspHNOZユの
E
s
z
z
k
F
回。国

B
E
g
－

U
F
n江

O
E同
判
。
同
開
呂
宮
市
ロ
骨

ω
S
E
g
g－
。

g
a。
r
g〈
R
E四・

－－
H

S

H

J

、。z
．Hー
ω

凶

’
』・。・
‘d
〈

R
L〈

a
y
F同
－
玄
白
同
H
．
個
別

ngos－
n帥
u
P
E
S－

〉
忽
拘
留

g由
ロ
タ
。
円
。
。
呂
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